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論文題目 
 
Parental care influences leukocyte telomere length with gender specificity in 
parents and offsprings 
（両親の養育態度は子供の白血球テロメア長に性特異的に影響を与える） 
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方法：対象は健常日本人 581 人であった。男性 340 人、女性 241
人であり、平均年齢±SDは 23.4±1.7 才であった。養育態度は愛情
と過保護の 2 因子からなる日本語版 Parental Bonding Instrument
（PBI）により評価した。白血球のテロメア長は定量的 PCR 法を用
いて、テロメアと単一コピー遺伝子の割合を指標として評価した。
統計解析は、男性と女性それぞれにおいて、テロメア長を従属変数
とし、PBI 得点、年齢を独立変数とした重回帰分析を用いて行い、
p<0.05を有意とした。なお、本研究は山形大学医学部の倫理委員会
の承認を得ており、対象全例から文書にて同意を得て行った。 
結果：男性において、テロメア長の短縮は父親からの愛情の低得
点と有意に関連（β=0.139、p=0.010）していた。一方、女性におい
ては、テロメア長の短縮と母親からの愛情の低得点の有意な関連（β
=0.195、p=0.002）が認められた。 
結論：以上より本研究により、両親の愛情とテロメア長には直線
的な関連が認められ、この関係は性特異的であることが示された。 
